
日 薬 業 発 第 19 1 号 

令 和 ２ 年 ７ 月 ７ 日 

 

都道府県薬剤師会 担当役員 殿 

 

日 本 薬 剤 師 会   

副会長 田尻 泰典 

 

 

令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う医療用麻薬 、 

医薬品である覚醒剤原料及び向精神薬の取扱いについて 

 

 

標記について、厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課から、別添

のとおり連絡がありましたのでお知らせいたします。 

令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う被災地の処方箋医薬品の取扱い

については、令和２年７月６日付け日薬業発第 186 号でお知らせしたところです

が、今般、医療用麻薬、覚醒剤原料及び向精神薬に関する取扱いが示されました。 

 取り急ぎお知らせいたしますので、該当都道府県薬剤師会におかれましては、

貴会会員へご周知くださいますようお願い申し上げます。 



事 務 連 絡 

令 和 ２ 年 ７ 月 ７ 日 

 

公益社団法人日本薬剤師会 御中 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 

 

 

 

 

令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う医療用麻薬、 

医薬品である覚醒剤原料及び向精神薬の取扱いについて 

 

 

 

 

 

標記について、別添のとおり各都道府県衛生主管部（局）及び地方厚生（支）局麻

薬取締部（支所）宛てに連絡したので、お知らせします。 

 



事 務 連 絡 

令 和 ２ 年 ７ 月 ７ 日 

各都道府県衛生主管部（局） 御中 

地方厚生（支）局麻薬取締部（支所） 御中 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課 

 

 

令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う医療用麻薬、 

医薬品である覚醒剤原料及び向精神薬の取扱いについて 

 

 

令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う被災地の処方箋医薬品の取扱いに

ついては、令和２年７月６日付け厚生労働省医薬・生活衛生局総務課及び医療機器審

査管理課事務連絡「令和２年７月３日からの大雨による災害に伴う医薬品、医療機器

等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等に係る取扱いについて」により

取り扱われているところですが、医療用麻薬、医薬品である覚醒剤原料及び向精神薬

の取扱いについては、下記のとおりとなりますので、被災地においてこれらを必要と

する者への供給に支障のないよう、貴管下の関係者に周知してください。 

なお、本事務連絡は、麻薬小売業者による医療用麻薬の提供等に関する見解を示し

たものです。 

 

記 

 

１．医療用麻薬を必要とする患者に対して 

 被災地の患者が麻薬施用者である医師への受診が困難な場合及び麻薬施用者であ

る医師等から麻薬及び向精神薬取締法第 27 条に規定する麻薬処方箋の交付を受ける

ことが困難な場合においては、麻薬小売業者等は、当該患者の症状等について麻薬施

用者である医師へ連絡し、当該患者に対する医療用麻薬の施用の指示が確認できる場

合において、必要な医療用麻薬を施用のため交付することができます。 

 

２．医薬品である覚醒剤原料を必要とする患者に対して 

被災地の患者が医師への受診が困難な場合及び医師等からの処方箋の交付が困難

な場合において、覚醒剤原料取扱者である薬局等は、当該患者の症状等について医師

へ連絡し、当該患者に対する医薬品である覚醒剤原料の施用の指示が確認できる場合

において、必要な医薬品である覚醒剤原料を施用のため交付することができます。 

 

３．向精神薬を必要とする患者に対して 



被災地の患者が医師への受診が困難な場合及び医師等からの処方箋の交付が困難

な場合において、向精神薬小売業者等は、当該患者の症状等について医師等へ連絡し、

当該患者に対する向精神薬の施用の指示が確認できる場合のほか、医師等からの事前

の包括的な施用の指示（例えば、被災者の患者の持参する薬袋等から常用する向精神

薬の薬剤名及び用法・用量が確認できる場合に、当該向精神薬を必要な限度で提供す

ることについて事前に医師等に了承を得ている場合等）が確認できる場合において、

必要な向精神薬を施用のため交付することができます。 

 

４．交付した医療用麻薬等の記録について 

 １から３までの場合において、譲り渡した医療用麻薬等の品名、数量及び譲渡先（譲

り受けた患者の氏名や、その者が特定可能な個人情報等）について記録し、連絡を取

った医師等に報告してください。 

以上 




